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季 刊 誌 Ｃ Ｅ Ｌ ４ ８ 号

「 Ｃ Ｅ Ｌ か ら の メ ッ セ ー ジ 」

大 阪 ガ ス   エ ネ ル ギ ー ・ 文 化 研 究 所 副 所 長

                                      安 達   純

  今 後 の 日 本 社 会 の 進 路 を 見 定 め る た め に 、 一 度 外

か ら の 目 で こ れ ま で の 到 達 点 を 振 り 返 っ て お き た い 、

と い う の が 季 刊 誌 Ｃ Ｅ Ｌ ４ ８ 号 の 狙 い で あ る 。

  Ｃ Ｅ Ｌ 自 身 も ま た 、 ２ １ 世 紀 に 向 け て 新 た な 道 を

模 索 し つ つ あ る 。 「 今 、 こ の 大 変 困 難 な 時 代 に Ｃ Ｅ

Ｌ の 存 在 価 値 は 何 か 」 を 巡 っ て 、 所 内 な ら び に 社 内

で 議 論 を 進 め て い る と こ ろ で あ る 。 結 論 ま で に は 、

い ま 暫 く の 時 間 を い た だ き た い が 、 本 号 で は 、 最 近

の Ｃ Ｅ Ｌ の 研 究 活 動 に つ い て 、 そ の 一 端 を ご 紹 介 さ

せ て い た だ く こ と に し た い 。 Ｃ Ｅ Ｌ の こ れ か ら の ス

タ ー ト 台 が ど こ に あ る の か 、 の 確 認 の た め で あ る 。

  ま ず 、 経 済 社 会 分 野 で は 、 昨 年 の １ １ 月 に 前 市 岡

楽 正 が こ れ ま で の 約 ４ 年 間 の 研 究 成 果 を と り ま と め 、

「 安 定 へ の 選 択 ― ２ １ 世 紀 の 労 働 問 題 」 （ 「 Ｋ Ｂ Ｉ

出 版 」 ） を 上 梓 し た 。 そ の 内 容 は 、 人 口 と 経 済 の 安

定 期 へ の 移 行 と い う 長 期 的 展 望 の 下 で 、 現 在 わ が 国

が 選 択 を 迫 ら れ て い る 人 口 ・ 労 働 ・ 経 済 問 題 に ど う

対 応 す べ き か 、 と い う 難 問 に 真 正 面 か ら 挑 戦 し た も

の で あ る 。 こ の 本 は 、 季 刊 誌 Ｃ Ｅ Ｌ ９ ６ 年 ６ 月 号 よ
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り ９ ８ 年 ６ 月 号 ま で ９ 回 に わ た り 連 載 さ れ た 論 考 を

基 に し て い る 。

  次 に 、国 際 経 済 分 野 で は 、豊 田 尚 吾 が グ ロ ー バ ル ・

ス タ ン ダ ー ド の 問 題 に つ い て 、 グ ロ ー バ ル ・ ス タ ン

ダ ー ド と は 与 え ら れ る も の で は な く 創 る も の で あ る 、

と の 問 題 提 起 を 行 っ た 。 そ の 主 張 は 、 「 真 の グ ロ ー

バ ル ・ ス タ ン ダ ー ド と は 、 地 球 規 模 で 何 が 正 し い か

の 判 断 の 下 に 、 わ れ わ れ 自 身 が ル ー ル 化 し て い く も

の で あ る 。 日 本 は 経 済 倫 理 や 環 境 ・ エ ネ ル ギ ー 問 題

な ど の 分 野 で グ ロ ー バ ル ・ ス タ ン ダ ー ド づ く り に 貢

献 で き る の で は な い か 」 と い う も の で あ り 、 こ の 論

考 は 、 平 成 １ ０ 年 度 の 東 洋 経 済 「 高 橋 亀 吉 記 念 賞 」

の 優 秀 賞 を 受 賞 し た 。 （ 「 週 刊 東 洋 経 済 」 ９ ８ 年 １

１ 月 ２ ８ 号 に 論 文 掲 載 ）

  環 境 問 題 の 分 野 で は 、Ｃ Ｅ Ｌ 前 所 長 の 山 藤  泰 が 、

著 者 で あ る エ イ モ リ ー ・ ロ ビ ン ス の 依 頼 に 応 じ て 、

「 環 境『 利 益 』― C L I M A T E」を 翻 訳 、上 梓 し た（「  Ｋ

Ｂ Ｉ 出 版 」 平 成 １ ０ 年 １ １ 月 ） 。 環 境 （ 気 候 ） 保 護

が も た ら す も の は コ ス ト で は な く 、 む し ろ 利 益 で あ

る と い う こ と が 主 な 論 点 で あ り 、 こ れ を 豊 富 な 実 例

を 挙 げ て 検 証 し て い る 。

  都 市 問 題 の 分 野 で は 、 昨 年 １ １ 月 ５ 日 に 開 催 さ れ

た 朝 日 新 聞 １ ２ ０ 周 年 シ ン ポ ジ ウ ム 「 大 阪 ひ と ・ ま

ち ・ み ら い ― ２ １ 世 紀 都 市 の 可 能 性 」 で 、 栗 本 智 代

が 、 な に わ の 語 り べ 「 中 之 島 も の が た り 」 を 自 作 ・
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自 演 し た 。そ の 中 で 栗 本 は 、大 阪 の 魅 力 を 再 発 見 し 、

そ の 歴 史 と 可 能 性 を 次 の 世 代 へ と 語 り 継 い で い く こ

と の 大 切 さ を 訴 え た 。 具 体 的 な 内 容 に つ い て は 、 現

在 、季 刊 誌 Ｃ Ｅ Ｌ に 連 載 中 の「 大 阪 再 発 見 シ リ ー ズ 」

や 日 本 経 済 新 聞 「 Ｎ Ｅ Ｘ Ｔ 関 西 」 歴 史 ・ 文 化 欄 へ の

数 次 に わ た る 投 稿 な ど を ご 覧 い た だ き た い 。

  食 文 化 の 分 野 で は 、 山 下 満 智 子 に よ っ て 「 F R O M

K I T C E N   家 庭 の 食 事 ―「 食 」研 究 レ ポ ー ト ① 」（「 Ｋ

Ｂ Ｉ 出 版 」 ９ ８ 年 １ ２ 月 ） が 上 梓 さ れ た 。 食 生 活 に

対 す る 意 識 の 変 化 を 踏 ま え て 、 コ ン ビ ニ エ ン ス 、 ヘ

ル シ ー 、 集 い ・ ふ れ 合 い な ど 多 様 な 視 点 か ら 、 す ぐ

れ た 生 活 者 の 智 恵 を 私 た ち の 日 々 の 暮 ら し に 役 立 て

よ う と い う も の で あ る 。 こ の 本 は 、 ハ ウ ス 食 品 株 式

会 社 、 タ イ ガ ー 魔 法 瓶 株 式 会 社 、 松 下 電 器 産 業 株 式

会 社 と Ｃ Ｅ Ｌ が 共 同 で 進 め て き た 「 豊 か な 食 文 化 研

究 会 」の 過 去 ５ 年 間 に わ た る 活 動 の 集 大 成 で も あ る 。

  こ の 他 に も Ｃ Ｅ Ｌ は 現 在 、 エ ネ ル ギ ー ・ 環 境 、 経

済 社 会 、 住 ま い 、 ま ち づ く り 、 文 化 な ど さ ま ざ ま な

分 野 で 研 究 活 動 を 進 め て い る 。

  こ う し た Ｃ Ｅ Ｌ の そ れ ぞ れ の 流 れ が ひ と つ に な り

渦 を つ く り だ し て 、 こ れ か ら の 社 会 に 少 し で も お 役

に 立 つ こ と が で き れ ば と 考 え て い る 。


